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平
成
22
年
八
千
代
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
８
〜
11
日
の
４
日
間
で
行
わ
れ
、
代
表
質
問
に
６
名
、
個
別
質
問
に
13
名
の
計
19
名
が
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
文
教
安
全
常
任
委
員
会
が
15
日
に
、
福

祉
常
任
委
員
会
と
産
業
都
市
常
任
委
員
会
が
16
日
に
、
議
会
運
営
委
員
会
が

17
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
・
陳
情
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
条
例
の
一
部
改
正
案
、
財
産
の
取
得
案
な
ど
議
案
13
件
が
提
出

さ
れ
、審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
請
願
２
件
、
陳
情
12
件
、
発
議
案
（
議
員
提
出
議
案
）
11
件

が
審
議
さ
れ
、
陳
情
３
件
を
採
択
（
陳
情
第
19
号
は
陳
情
項
目
１
の
み
採
択
）
、

発
議
案
２
件
を
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
等
は
２
・
３
面
に
、
議
案
等
の
概
要
と
議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

平
成
22
年
6
月　

第
2
回
定
例
会

福祉常任委員会が所管事務調査を実施
　

去
る
５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
86
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

八
千
代
市
議
会
か
ら
在
職
15
年
以
上
の
議
員
４
名
が

自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

定
例
会
開
会
日
に
、
議
場
に
お
い
て

表
彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

す
る
た
め
、「
八
千
代
市
議
会
議
員
の
定
数

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
、
発
議

（
議
員
提
案
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
11
年
以
降
八
千
代
市
の

議
員
定
数
は
32
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
多
く
の
自
治
体
が
定
数
を
見
直
し
、法

定
上
限
数
が
撤
廃
さ
れ
る
動
き
も
あ
る
中
、

本
市
に
お
い
て
も
、
近
隣
各
市
の
人
口
・
財

政
状
況
等
と
比
較
検
討
し
、適
正
な
議
員
定

数
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と
の
判
断
に

至
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

八
千
代
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

    

調
査
特
別
委
員
会

　
　

 

委  

員  

長　
　

横　

山　

博　

美

　
　

 

副
委
員
長　
　

原　
　
　

弘　

志

　
　

 

委　
　

員　
　

嵐　
　
　

芳　

隆

　
　

 　
　

同　
　
　

江　

端　

芙
美
江

　

 　
　
　

同　
　
　

塚　

本　

路　

明

　
　

 　
　

同　
　
　

成　

田　

忠　

志

　

 　
　
　

同　
　
　

堀　

口　

明　

子

　
　

 　
　

同　
　
　

松　

井　

秀　

雄

　
　

 　
　

同　
　
　

緑　

川　

利　

行

　
　

 　
　

（
９
名
、委
員
は
氏
名
50
音
順
）

　議会活性化の取り組みの１つとして、また、より効率的な議会運営のため、

６月定例会の一般質問から、市長以下執行機関の自席での答弁を導入しました。

　以前は、答弁するときは、すべて議場中央に登壇して行っていましたが、

同一の議員に対する２回目以降の答弁は、自席に設置されたマイクを使用

して行うこととなりました。

　一般質問は、質問と答弁を合わせて60分以内で行うこととなっており、

今後は、時間をより有効に活用でき、活発な議論が期待されます。

　

6
月
16
日
開
催
の
福
祉
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
の
提
案
に

よ
り
同
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

が
決
定
し
、
7
月
8
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

（
調
査
事
項
）

保
育
園
待
機
児
童
等
の
実
態
と

　

解
消
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
保
育
園
の
入
園
児
童
及
び
待

　

機
児
童
の
現
状

②
今
後
の
入
園
児
童
数
の
状
況

③
西
八
千
代
北
部
地
区
新
設
保
育

　

園
を
含
め
た
今
後
の
対
応

④
障
害
児
保
育
の
現
状

⑤
認
可
外
保
育
施
設

　

------------------------------------------

　

所
管
事
務
調
査
と
は
、
常
任
委

員
会
が
本
来
持
つ
受
動
的
な
審
査

権
と
異
な
り
、
地
方
自
治
法
の

「
そ
の
部
門
に
属
す
る
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、
…
（
第
１
０
９

条
第
４
項
）」と
の
規
定
に
基
づ
き
、

自
主
的
に
そ
の
所
管
事
務
に
つ
い

て
積
極
的
に
行
う
調
査
の
こ
と

で
、
議
会
運
営
委
員
会
に
も
同
様

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
等
の
活
動
は
、
原

則
と
し
て
開
会
中
に
限
ら
れ
ま
す

が
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
さ

れ
た
案
件
に
限
っ
て
、
閉
会
中
も

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正
案
・
財
産
の
取
得
案
な
ど

　
　
　
　

13
議
案
、
2
発
議
案
を
可
決
、
3
陳
情
を
採
択

条
例
の
一
部
改
正
案
・
財
産
の
取
得
案
な
ど

　
　
　
　

13
議
案
、
2
発
議
案
を
可
決
、
3
陳
情
を
採
択

市議会議員の定数に関する調査特別委員会を設置

一般質問に自席答弁を導入

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

八
千
代
市
議
会
か
ら
4
名

被
表
彰
者

○
在
職
15
年
以
上

　

林　
　
　

利　

彦　

議
員

植　

田　
　
　

進　

議
員

　

江
野
澤　
　
　

之　

議
員

　

石　

井　

敏　

雄　

議
員

福祉常任委員会が所管事務調査を実施福祉常任委員会が所管事務調査を実施

市長以下答弁者席にマイクを設置

▲民間移管された高津西保育園

西
八
千
代
北
部
地
区
新
設
保
育
園
用
地

担当部からの説明風景 ▲

▲

◆市長提出議案内訳

4件

3件

1件

1件

1件

1件

2件

13件

条例の一部改正案

協議案

財産の取得案

路線の認定案

損害賠償額の決定及び和解案

人事案

専決処分の承認案

計



■ 

堀
口 

明
子 

議
員

学
校
給
食
に
つ
い
て

　

八
千
代
市
の
学
校
給
食
は
「
新

設
小
学
校
は
自
校
給
食
で
」
と
い

う
市
民
と
の
約
束
を
ほ
ご
に
し
て
、

今
度
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
伴
い
、
大
型
給
食
セ
ン
タ

ー
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
民
間
の
資
金

活
用
）
で
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

同
じ
状
況
の
白
子
町
長
は
、
老
朽

化
に
伴
う
建
て
か
え
を
「
大
型
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
量
購
入
が

前
提
に
な
る
が
、
地
域
の
農
家
の

方
を
応
援
で
き
る
よ
う
自
校
給
食

に
変
更
す
る
」
と
し
た
。

　
　

八
千
代
市
長
は
セ
ン
タ
ー
給

食
と
自
校
給
食
の
違
い
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
白
子
町

の
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　

セ
ン
タ
ー
給
食
で
も
自
校
給

食
と
変
わ
ら
な
い
給
食
を
提
供
で

き
る
。 　
　
　
　
　
　
　

  (

市)

　
　
　

学
校
の
中
で
給
食
が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
五
感
へ
の
刺
激
も
違
っ
て
く

る
。
同
じ
提
供
が
で
き
る
と
い
う

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、

地
域
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
白
子

町
の
考
え
に
つ
い
て
の
答
弁
は
な

か
っ
た
。
自
校
給
食
は
学
校
ご
と

で
献
立
を
立
て
る
の
で
、
学
校
ご

と
で
材
料
の
購
入
が
で
き
る
。
地

産
地
消
へ
の
協
力
に
も
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

ご
み
袋
に
つ
い
て

　

10
リ
ッ
ト
ル
ご
み
袋
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
単
身
者
や
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
、
ご
み
減
量
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
々
か
ら
も
強
い

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
早
く

実
現
し
て
ほ
し
い
が
単
価
が
心
配

だ
、
と
の
声
も
あ
る
。

　
　

導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
単

価
は
い
く
ら
か
。

　
　

今
後
、
八
千
代
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
に
10
リ
ッ
ト
ル

袋
新
設
を
諮
問
し
、
答
申
に
よ
り

条
例
改
正
、
市
民
へ
の
周
知
等
を

実
施
す
る
予
定
。
単
価
は
、
20
リ

ッ
ト
ル
袋
に
近
い
価
格
に
。 (

安)

　
　
　

20
リ
ッ
ト
ル
の
半
分
、
10

リ
ッ
ト
ル
袋
は
１
枚
６
円
と
し
な
け

れ
ば
、
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
々
へ
の
努
力
に
こ
た
え
ら

れ
な
い
。
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
率
を
進
め
る
た
め
に
も
、
導

入
し
て
か
え
っ
て
値
上
げ
と
な
る

の
で
は
納
得
で
き
な
い
。
市
民
の

要
望
に
こ
た
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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答弁者の略称は、（市）：市長、（副）：副市長、（総）：総務企画部、（財）：財務部、（健）：健康福祉部、（子）：子ども部、（生）：生涯学習部、（安）：安全環境部、（都）：都市整備部、（産）：産業活力部、（会）：会計管理者、（選）：選挙管理委員会、（監）：監査委員、（農）：農業委員会、（教）：教育委員会、（消）：消防本部、（水）：上下水道局　をそれぞれ表します。

会派のスペースは、定例会最終日現在の会派構成に基づき割り当てられています。

  新
しい豊かさをめざして

市 政 を

時代をリードする会派の議会活動

診 る・創 る

 

■ 

菅
野 

文
男 
議
員 (

質
問
事
項)

新
川
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

⑴
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
の
基

　

本
と
な
っ
た
法
律
は
何
か

⑵
制
度
の
概
要
は

⑶
制
度
活
用
に
至
っ
た
経
緯
は

⑷
現
在
の
国
に
よ
る
交
付
金
制
度

　

変
更
に
つ
い
て

⑸
本
計
画
の
第
４
次
総
合
計
画
と

　

の
兼
ね
合
い
は

⑹
国
や
県
と
の
連
携
に
つ
い
て

 

■ 

石
井 

敏
雄 

議
員

非
常
事
態
の
口
蹄
疫

　

４
月
20
日
宮
崎
県
で
発
生
し
、

今
も
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
。

宮
崎
県
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
日

本
農
業
、
畜
産
存
続
に
か
か
わ
る

極
め
て
重
要
な
問
題
で
、
日
本
の

食
生
活
・
食
文
化
・
国
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
及
び
、
農
業
者
・

畜
産
農
家
は
不
安
で
す
。
支
援
や

風
評
被
害
・
防
疫
等
の
対
策
は
。

　
　
　

八
千
代
市
畜
産
は
し
っ
か

り
と
し
た
歴
史
が
あ
り
現
代
農
業

の
中
で
重
要
な
財
産
的
位
置
を
示

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
農
家
・
関

係
団
体
等
と
連
絡
を
密
に
と
り
、

万
全
な
家
畜
防
疫
体
制
を
願
う
。

市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

市
民
文
化
の
拠
点
は
築
37
年

余
過
ぎ
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
耐

震
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等

改
修
整
備
内
容
、
予
算
手
だ
て
、

職
員
配
置
、
利
用
率
向
上
策
は
。

　
　
　

高
度
で
多
様
な
文
化
芸
術

に
も
対
応
し
た
、
利
用
満
足
度
の

高
い
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。

県
道
（
吉
橋
八
幡
神
社
付
近
）

　

道
路
改
良
整
備
事
業

　
　
　

大
型
自
動
車
の
通
行
が
多

く
歩
道
幅
員
も
狭
い
。人
命
に
か
か

わ
る
非
常
に
危
険
な
場
所
。常
に
児

童
生
徒
や
住
民
が
利
用
し
、多
く
の

地
域
住
民
が
切
望
し
て
い
る
。

早
期
完
了
を
強
く
望
み
ま
す
。

■ 
成
田 
忠
志 

議
員
（
質
問
事
項
）

１
、
文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て

①
文
化
伝
承
館
に
お
け
る
昨
年
度

の
活
動
内
容
、
利
用
者
数
、
市
民

か
ら
の
要
望

②
郷
土
博
物
館
に
お
け
る
活
動
内

容
、
古
文
書
の
所
蔵
数
と
活
用
状

況
、
利
用
者
数
、
埋
蔵
文
化
財
の

発
掘
数
、
発
掘
調
査
職
員
数
、
第

２
斎
場
予
定
地
の
遺
跡
保
存
、
市

文
化
財
説
明
板
の
管
理
状
況

２
、
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

　

精
神
疾
患
の
あ
る
方
の
３
年
間

の
動
向
及
び
市
の
見
解
、
相
談
者

へ
の
対
応
、
自
立
支
援
医
療
、
専

門
職
の
種
類
と
職
員
数

３
、
職
員
の
管
理
問
題
に
つ
い
て

　

３
年
間
の
定
年
退
職
者
数
と
採

用
者
数
、
今
後
２
年
間
の
予
定
、

専
門
職
の
動
向
に
つ
い
て

■ 

林  

利
彦 

議
員

　
　

村
上
駅
北
側
道
路
の
横
断
歩

道
へ
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

　

こ
の
横
断
歩
道
は
村
上
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
通
学
路
で
、
下

り
坂
カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
い
。

児
童
の
安
全
安
心
の
た
め
、
早
期

に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　

小
学
校
南
側
の
坂
道
下
交
差

点
に
横
断
歩
道
を
設
置
。   (

市)

　
　

勝
田
台
駅
北
口
へ
の
交
番
設

置
に
つ
い
て

　
　

移
動
交
番
車
の
活
用
と
あ
わ

せ
て
関
係
機
関
へ
要
請
。   (

安)

　
　

東
葉
高
速
鉄
道
村
上
駅
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

　
　

Ｈ
24
年
度
設
置
予
定
。(

総)

　
　

八
千
代
ふ
る
さ
と
親
子
祭
の

花
火
大
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

来
年
以
降
の
開
催
は
、
現
在

実
行
委
員
会
で
協
議
中
。   (

産)

　
　
　

創
意
工
夫
で
継
続
開
催
を
。

他
の
質
問　

◆
勝
田
台
駅
北
口
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
建
設　

◆

道
路
問
題　

16
号
線
米
本
交
番
交

差
点
か
ら
上
高
野
方
面
へ
の
道
路

の
早
期
開
通
（
丁
字
路
先
へ
設
置

す
る
橋
・
幅
18
ｍ
長
さ
68
ｍ
）
◆
小

久
保
製
氷
先
交
差
点
か
ら
上

高
野
原
を
通
過
す
る
道
路
（
幅
員

20
ｍ
）
を
早
期
に
建
設
開
通
を

 

産
業
都
市
常
任
委
員
会
陳
情
審
査

■ 

塚
本 

路
明 

議
員

陳
情
第
22
号　

勝
田
台
団
地
入
口

　

街
路
周
辺
の
整
備
に
関
す
る
件

　

現
在
の
八
千
代
市
全
域
に
お
け

る
公
園
、
街
路
等
の
整
備
を
行
政

に
お
い
て
速
や
か
に
改
善
ま
た
は

解
決
を
、
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。

　

私
は
、
委
員
と
し
て
採
択
す
べ

き
と
判
断
し
、
賛
成
討
論
に
お
い

て
、
本
市
に
お
い
て
の
街
路
等
整

備
を
改
善
し
、
推
進
す
る
こ
と
を

主
張
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
陳
情
審
査

■ 

海
老
原 　

義 

議
員

陳
情
第
13
号　

議
員
報
酬
及
び

　

議
員
定
数
の
削
減
等
に
関
す
る
件

　

こ
の
問
題
は
、
国
が
法
定
上
限

数
を
撤
廃
す
る
動
き
も
あ
る
中
で
、

議
会
運
営
委
員
会
で
は
結
論
は
出

せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
人
口
が
ふ
え
て
行
く
中
で
、

定
数
を
削
減
す
る
の
か
、
こ
の
ま

ま
で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

全
議
員
32
名
で
協
議
す
べ
き
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

議
会
事
務
局
庶
務
課 

電
話
（
４
８
３
）
１
１
５
１ 

F
A
X
（
４
８
４
）
６
３
４
０

■ 

茂
呂  

剛 

議
員

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
や
障
害
者
団
体
か
ら
利
用
時

間
等
の
拡
大
の
要
望
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
休
日
や
夜
間
の
開
所
時

間
等
の
拡
大
の
考
え
は
。

　
　

今
後
、
土
曜
日
の
開
所
に
向

け
、市
内
の
各
施
設
や
障
害
者
団

体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障

害
の
あ
る
方
の
交
流
の
場
、
ま
た
、

団
体
等
の
サ
ー
ク
ル
の
利
用
等
、

利
用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
と
な
る

よ
う
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。 　
　
　
　
　
　
　

  (

市)

み
ど
り
が
丘
小
学
校

　
　

み
ど
り
が
丘
小
学
校
の
特
色

の
１
つ
と
し
て
校
庭
の
大
部
分
に

張
ら
れ
た
芝
生
が
あ
り
ま
す
が
、

子
供
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

芝
生
の
今
後
の
活
用
は
。

　
　

現
在
は
、
芝
生
の
生
育
期
間

の
た
め
、
養
生
し
な
が
ら
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
芝
生
の
生
育
を
通

し
て
緑
や
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ

場
と
し
、
ま
た
、
運
動
を
初
め
と

し
た
児
童
の
学
習
に
活
用
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。   (

教)

　
　
　

現
状
で
は
、
処
理
能
力
の

小
さ
い
芝
刈
り
機
し
か
な
い
の
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
き
さ
に
合
っ
た

芝
刈
り
機
購
入
の
検
討
を
。

　
　

通
学
路
の
今
後
の
交
通
安
全

対
策
の
考
え
は
。

　
　

具
体
的
に
は
、
児
童
の
安
全

を
守
る
た
め
に
市
内
の
各
小
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
の
組
織
を
、
み
ど
り
が
丘
小

学
校
で
も
地
域
の
御
協
力
に
よ
り

結
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
交

通
指
導
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 　
　
　
　
　
　

  (

教)

　
　

▽
特
色
あ
る
施
設
・
設
備
の

活
用
▽
都
市
計
画
道
路
「
八
千
代

緑
が
丘
駅
前
線
」
「
八
千
代
西
部

線
」
の
状
況

そ
の
他
の
質
問

○
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

①
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
ね
ら
い

　

②
成
果
③
今
後
の
発
展

○
市
営
霊
園
の
反
応
と
応
募
状
況

○
消
防
体
制
の
整
備

　

①
出
動
件
数
②
東
消
防
署
の
整

　

備
③
新
た
な
消
防
署
の
設
置

○
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定

　

①
勝
田
台
駅
周
辺
指
定
の
経
緯

　

②
禁
止
時
間
指
定
の
理
由
③
過

　

料
の
徴
収
方
法
④
今
後
の
計
画

 

■ 

江
野
澤 　

之 

議
員

人
に
優
し
い
歩
道
づ
く
り

　
　

歩
道
の
切
り
下
げ
部
等
の
段

差
解
消
に
つ
い
て

　
　

八
千
代
市
の
歩
道
は
、
ほ
と

ん
ど
が
車
道
面
よ
り
歩
道
が
一
段

高
い
構
造
の
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
形

式
で
、
車
の
乗
り
入
れ
部
等
に
お

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
波
打
ち
歩
道

化
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま

え
、
個
別
具
体
的
な
実
態
に
対
応

す
る
方
法
等
を
検
討
し
、
す
べ
て

の
人
に
優
し
い
歩
道
の
改
修
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 (

市)

　
　

▽
狭
い
歩
道
部
に
あ
る
電
柱

等
▽
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

▽
歩
道
上
の
自
転
車
通
行

そ
の
他
の
質
問

○
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

○
口
蹄
疫
の
内
容
に
つ
い
て

　

①
偶
蹄
類
飼
養
状
況
②
宮
崎
県

　

の
危
機
管
理
体
制
と
防
疫
対
策

　

③
市
で
発
生
し
た
際
の
風
評
被

　

害
に
対
す
る
取
り
組
み

○
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

①
放
火
対
策
②
住
宅
用
火
災
警

　

報
器
③
百
円
ラ
イ
タ
ー
対
策

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
率
の
向
上

　

①
普
及
状
況
②
活
用
事
例
ほ
か

 

■ 

坂
本  

安 

議
員

八
千
代
ら
し
さ
の
創
造
に
向
け
て
の 

　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
画
策
定

　
　

第
４
次
基
本
構
想
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方

　
　

市
民
主
体
の
潤
い
の
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
市
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
新
た
な
市
民

参
画
型
の
制
度
を
創
設
、
医
療
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
医
療
体

制
の
充
実
、
本
市
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
の
施
策
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。　

  　
　

 (

市)

　
　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
求

め
ら
れ
る
役
割
の
変
化

　
　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
行
政

評
価
や
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
市
政
運
営
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
行

政
評
価
の
外
部
評
価
導
入
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

   (

総)

　
　

地
域
医
療
を
核
と
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
対
策

　
　

病
院
関
連
産
業
に
特
定
し
た

施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
企

業
立
地
促
進
法
」
に
基
づ
く
、
地

域
経
済
の
創
出
に
向
け
て
今
後
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

   (

総)

　
　

新
し
い
地
域
経
営
の
手
法
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
広
い
範
囲

で
民
間
や
市
民
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
手
法
）
導
入
の
考
え

　
　

新
し
い
公
共
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
基
本
と
し
た
行
政
経

営
推
進
の
た
め
、
公
共
施
設
等
の

整
備
・
運
営
な
ど
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導

入
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 (

総)

　
　

社
会
参
加
で
き
る
機
会
創
出

　
　

自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
企
業
な
ど
の
支
え

に
よ
る
「
新
し
い
公
共
」
と
し
て

の
動
き
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
総
合
計
画
期
間
内

で
の
位
置
づ
け
を
図
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
促
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　

 　
　

  (

総)

　
　

行
政
の
経
営
像
、
行
政
運
営

の
基
本
方
針

　
　

決
算
重
視
・
成
果
評
価
を
重

視
し
た
行
政
経
営
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
事
業
選
択
が
必
要
で

あ
り
、
市
民
に
政
策
・
施
策
の
成

果
が
見
え
る
行
政
経
営
の
確
立
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 　
　

  (

総)

　
　

「
白
紙
か
ら
の
参
加
」
と
い

う
新
し
い
市
民
参
加
形
式

　
　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
、

市
民
参
画
制
度
の
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 　
　
　
　
　

  (

総)

　
　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
具

体
的
施
策

　
　

地
域
に
お
け
る
質
の
高
い
が

ん
治
療
の
提
供
は
、今
後
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
り
、現
行
の
地
域
医

療
体
制
を
守
り
、充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。  　
　
　
　
　
　

 (

総)

　
　

第
４
次
総
合
計
画
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

　
　

３
・
４
・
１
号
線
の
上
高
野

工
業
団
地
か
ら
佐
倉
市
ま
で
の
区

間
は
平
成
23
年
度
中
に
事
業
認
可

を
取
得
し
、
整
備
事
業
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
３
・
４
・
12
号
線

の
第
２
工
区
及
び
３
・
４
・
１
号

線
の
船
橋
境
工
区
の
整
備
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 (

総)

　
　

市
民
プ
ー
ル
の
総
合
計
画
へ

の
位
置
づ
け

　
　

連
絡
調
整
会
議
で
は
、
①
花

火
大
会
の
今
後
の
方
針
②
市
民
プ

ー
ル
な
ど
を
検
討
予
定
。
検
討
結

果
を
踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 　
　
　
　

  (

総)

　
　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

　
　

国
の
支
援
を
受
け
る
た
め
の

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

し
、平
成
24
年
度
の
試
行
運
行
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

(

総)

■ 

横
田 

誠
三 

議
員 (

質
問
事
項)

①
市
営
霊
園
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
検
討
は

・
焼
骨
所
有
者
の
優
先
数
は

・
芝
生
墓
地
全
部
募
集
の
意
図
は

・
合
葬
式
墓
地
１
体
用
と
２
体
用

　

で
い
い
の
か

・
条
例
な
ど
の
例
規
集
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
が
遅
い

（
要
望
事
項
）

・
墓
地
募
集
の
数
を
計
画
的
に

・
合
葬
式
墓
地
の
納
骨
範
囲
改
善

・
合
葬
式
墓
地
の
納
骨
壇
の
サ
イ

　

ズ
の
表
示(

募
集
要
項
に
な
い)

・
合
葬
式
墓
地
の
募
集
は
何
体
分

　

で
は
な
く
基
数
で
表
示
す
べ
き

・
合
葬
式
墓
地
は
３
体
用
以
上
も

　

検
討
す
べ
き

②
歩
道
に
つ
い
て

・
歩
道
設
置
の
基
準

・
縁
石
設
置
の
基
準

・
縁
石
除
去
の
要
望
と
費
用
負
担

・
側
溝
の
ふ
た
の
基
準
や
方
針

③
歩
道
橋
の
整
備
に
つ
い
て

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
で

　

き
た
の
か

・
歩
道
橋
の
現
状
と
補
修
計
画

④
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

⑤
フ
レ
ン
ド
八
千
代
の
開
放

■ 

原  

弘
志 

議
員 (

質
問
事
項)

⑴
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー　

◇
経

営
状
況
◇
増
床
の
可
能
性
◇
が
ん

治
療
◇
耳
鼻
科
の
現
状

⑵
環
境
問
題　

◇
ご
み
排
出
量
推

移
◇
資
源
ご
み
回
収
◇
10
ℓ
ご
み

袋
◇
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン

⑶
新
川
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画　

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

⑷
ま
ち
づ
く
り　

◇
街
区
公
園
整

備
◇
八
千
代
台
駅
東
口
の
越
境
ビ

ル
改
修
◇
建
築
物
絶
対
高
さ
制
限

⑸
東
葉
高
速
鉄
道　

◇
経
営
状
況

◇
利
用
者
サ
ー
ビ
ス(

回
数
券
等)

 

■ 

秋
葉 

就
一 

議
員

 

　

今
回
市
道
認
定
対
象
の
都
市

計
画
道
路
３
・
３
・
19
号
線
は
み

ど
り
が
丘
小
の
通
学
路
な
の
だ
か

ら
、
学
校
に
近
い
北
側
に
も
暫

定
歩
道
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

 　

一
部
の
地
権
者
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
今
回
は
無
理
。   (

都)

 

　

ふ
れ
あ
い
の
農
業
の
郷
事
業

は
用
地
取
得
約
１
億
１
千
万
円
を

含
む
約
９
億
５
千
万
円
。
５
月

15
日
号
の
広
報
や
ち
よ
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
対
象
の
約
６
億

円
し
か
載
っ
て
お
ら
ず
問
題
。

答答

答

答

答

答

答答 問

問

問問

問

問

問

問

答

答

答答答

答答

答答 答

答答

答

答

問

問

問問

問問

問問 問

問問問

問

問

他

産
業
都
市
常
任
委
員
会
審
査

■ 

松
井 
秀
雄 

議
員

陳
情
第
22
号 
勝
田
台
団
地
入
口

　

街
路
周
辺
の
整
備
に
関
す
る
件

　

財
政
厳
し
い
中
で
す
が
、
今
後

市
当
局
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　

樹
木
の
剪
定
は
市
役
所
が
、
落

葉
の
清
掃
は
地
元
住
民
が
す
る
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
街
頭
の
照

明
は
市
役
所
、
街
路
灯
は
自
治
会

の
管
轄
で
あ
り
ま
す
。

　

市
当
局
と
自
治
会
が
協
議
し
陳

情
に
沿
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

や
ち
よ
ふ
れ
あ
い
の
農
業
の
郷

　
　
　

整
備
用
地
取
得
に
つ
い
て

　
　

土
地
所
有
者
が
千
葉
県
地
方

土
地
開
発
公
社
で
あ
る
理
由
と

土
地
の
取
得
単
価
に
つ
い
て

　
　

同
公
社
は
、
市
町
村
が
土
地

を
取
得
す
る
場
合
に
、
一
時
的
に

取
得
を
肩
が
わ
り
す
る
団
体
で
す
。

土
地
の
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

単
価
は
、
２
社
の
不
動
産
鑑
定
に

よ
り
中
核
施
設
用
地
と
進
入
路
用

地
が
９
５
０
０
円
、
市
道
の
拡
幅

用
地
が
９
７
９
０
円
で
す
。(

産)

　
　
　

建
物
の
建
設
に
当
た
っ
て

は
、
元
々
水
田
で
あ
り
地
盤
の
軟

弱
が
問
題
で
す
の
で
、
十
分
配
慮

願
い
ま
す
。

■ 

谷
敷 

時
子 

議
員
（
質
問
事
項
）

⑴
学
童
保
育
の
待
機
児
童
対
策

⑵
児
童
館
設
置
に
つ
い
て　

５
年

間
の
検
討
内
容
及
び
今
後
の
方
針

⑶
四
恩
福
祉
会
高
津
西
保
育
園
の

事
件
に
つ
い
て
①
事
実
経
過
②
事

件
以
降
の
市
の
取
り
組
み
③
保
護

者
か
ら
の
要
望
書
に
対
す
る
見
解

⑷
八
千
代
市
営
霊
園
に
つ
い
て

⑸
平
成
20
年
か
ら
休
止
中
の
屋

外
プ
ー
ル
、
今
年
の
夏
は
再
開
か

⑹
７
月
１
日
か
ら
、
市
が
指
定
し

た
禁
止
区
域
で
の
路
上
喫
煙
は
全

面
禁
止
。
そ
の
内
容
と
評
価
方
法

■ 

皆
川 

知
子 

議
員
（
質
問
事
項
）

⑴
財
政
状
況
の
分
析
結
果
を
借
金

依
存
型
の
構
図
へ
の
対
処
法
に

⑵
各
地
域
の
人
口
・
就
業
分
析
、

実
態
に
応
じ
た
施
策
立
案
の
際
、

課
題
別
市
民
会
議
の
設
置
を

⑶
①
日
本
語
指
導
教
育
や
学
校
緑

化
事
業
に
十
分
な
予
算
配
分
を　

②
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
取
り
組
み
、

公
開
に
つ
い
て　

③
「
原
爆
被
害

者
の
語
り
」
に
学
ぶ
平
和
教
育
に

つ
い
て

⑷
施
策
事
業
の
規
模
や
重
要
性
に

応
じ
、
時
宜
を
得
た
定
例
会
見
を

要
望

要
望

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
派
の
議

会
活
動
を
代
表
質
問
、
個
別
質
問
、

委
員
会
質
問
等
に
分
け
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
図
書
館
や
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（
次
定
例
会
開
会

前
後
に
作
成
予
定
）
。

 

一
般
質
問
…
議
員
が
、
執
行
機
関

に
対
し
て
、
そ
の
市
の
行
政
全
般

に
わ
た
り
事
務
の
執
行
状
況
や
将

来
の
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
し
、

そ
の
回
答
（
答
弁
）
を
求
め
る
こ

と
。 

定
例
会
に
限
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。

　

八
千
代
市
議
会
で
は
、
会
派
の

代
表
と
し
て
質
問
す
る
「
代
表
質

問
」
と
議
員
個
人
と
し
て
質
問
す

る
「
個
別
質
問
」
に
分
か
れ
、
３

日
〜
４
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

●会派別議員名簿（現員32名）

会　派　名 所　　属　　議　　員　　氏　　名

新 風

公 明 党

市 民 ク ラ ブ

日 本 共 産 党

新 政 八 千 代

ひ ろ ば

未 来

希 望 の 会

和 の 会

（8名）

（6名）

（6名）

（4名）

（2名）

（2名）

（2名）

（1名）

（1名）

◎海老原　義　　石井 　敏雄　　菅野  文男　　田久保  良
　塚本   路明　　成田 　忠志　　西村  幸吉　　林　  利彦

◎江端芙美江　　菊田多佳子　　木下  映実　　坂本　  安
　正田富美恵　　緑川　利行

◎横山　博美　　秋山　　亮　　嵐　  芳隆　　江野澤　之
　武田　哲三　　茂呂　　剛

◎小林惠美子　　植田　　進　　遠藤　　淳　　堀口　明子

◎横田　誠三　　奥山　　智

◎原　　弘志　　秋葉　就一

◎松井　秀雄　　伊東　幹雄

　谷敷　時子

　皆川　知子

◎は代表者

平成22年6月23日現在※5月1日付で皆川知子議員が所属会派を変更しました。

しん　　　　　　　 ぷう

こう　　  めい　　  とう

き　　ぼう 　　　　かい

なごみ　　　　　　　かい

しん せい  や     ち    よ

 に   ほんきょうさんとう

 み　　　　　　　　らい

し   みん

要
望

要
望

要
望

要
望

要
望

答 問要
望

他

他

個
別
質
問

公
明
党

新

風

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

委
員
会
質
問

議
会
用
語
解
説

日
本
共
産
党

新
政
八
千
代

代
表
質
問

委
員
会
質
問

代
表
質
問

未

来

希
望
の
会

個
別
質
問

和 

の 

会

個
別
質
問

委
員
会
質
問

個
別
質
問

市
民
ク
ラ
ブ

ひ
ろ
ば
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議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

第3回定例会は、9月1日開会予定です。

件
名
に
つ
い
て
は
、
議
決
結
果
一

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■
議
案
第
１
号　

「
公
立
高
等
学

校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
22
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
奨
学
金
給
付
事
業
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
、
奨
学
生
選
考
委

員
会
を
廃
止
す
る
。

■
議
案
第
２
号　

急
速
な
少
子
化

に
対
応
す
る
た
め
「
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
、
職
員
の
配
偶
者
の

就
業
の
有
無
等
に
か
か
わ
り
な
く

育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
等
に
よ
り
条
例
を
改

正
す
る
。

■
議
案
第
３
号　

地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正

す
る
。

　

個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所

得
者
・
公
的
年
金
等
受
給
者
の

「
扶
養
親
族
申
告
書
」
の
提
出
を

新
た
に
規
定
す
る
等
の
改
正
。

■
議
案
第
４
号　

平
成
20
年
10

月
に
大
阪
市
の
個
室
ビ
デ
オ
店
で

発
生
し
た
火
災
を
踏
ま
え
、
個
室

型
店
舗
に
お
け
る
外
開
き
戸
の
自

動
閉
鎖
措
置
に
係
る
避
難
管
理
に

関
す
る
事
項
等
を
定
め
る
。

■
議
案
第
12
号　

八
千
代
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
、
平
成
22
年
３
月
31
日
付

け
で
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会

の
承
認
を
求
め
る
。

　

給
与
所
得
者
に
係
る
個
人
市

(

県)

民
税
の
特
別
徴
収
に
お
い
て
、

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
も
併
せ

て
徴
収
す
る
な
ど
の
地
方
税
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
議
案
第
13
号　

八
千
代
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
平
成
22
年

３
月
31
日
付
け
で
専
決
処
分
し
た

の
で
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
。

　

国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
を
見
直
す
と
と
も
に
、
自
己
都

合
以
外
の
理
由
に
よ
り
離
職
し
た

者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

 

■
議
案
第
５
号
〜
第
７
号　

印
旛

郡
印
旛
村
及
び
同
郡
本
埜
村
が
廃

止
さ
れ
、
そ
の
区
域
が
印
西
市
に

編
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
一

部
事
務
組
合
・
広
域
連
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

を
す
る
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
。

■
議
案
第
８
号　

や
ち
よ
ふ
れ
あ

い
の
農
業
の
郷
整
備
用
地
と
し
て
、

１
万
１
７
６
６
・
22
平
方
メ
ー
ト
ル

（
八
千
代
市
島
田
）
を
１
億
１
１

９
０
万
９
６
４
５
円
で
、
千
葉
県

地
方
土
地
開
発
公
社
か
ら
取
得
す

る
。

■
議
案
第
９
号　

土
地
区
画
整
理

事
業
及
び
開
発
行
為
等
に
よ
り
築

造
さ
れ
た
道
路
、
16
路
線
を
市

道
と
し
て
認
定
す
る
。

■
議
案
第
10
号　

市
職
員
が
不

燃
ご
み
定
期
収
集
作
業
中
に
起
こ

し
た
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
損
害

賠
償
の
額
を
決
定
し
、
相
手
方
に

治
療
費
等
計
２
４
２
万
２
９
１
７

円
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
す
る
。

■
議
案
第
11
号　

固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
で
あ
る
木
下

孝
雄
氏
が
平
成
22
年
７
月
９
日

付
け
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
引
き
続
き
同
委
員
と
し
て

選
任
す
る
。

 

■
陳
情
第
19
号(

項
目
１
の
み) 　

10
リ
ッ
ト
ル
の
指
定
ご
み
袋
を

早
期
に
つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
陳
情
第
20
号　

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
、
①
公

費
助
成
及
び
集
団
接
種
、
②
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成
を
国
に

要
望
す
る
こ
と
、
を
求
め
る
。

■
陳
情
第
22
号　

勝
田
台
団
地

入
口
街
路
周
辺
の
、
①
樹
木
管
理

の
徹
底
、
②
街
路
灯
の
照
度
・
本

数
の
改
善
、
③
駅
や
公
共
施
設
の

案
内
表
示
板
の
設
置
、
を
求
め
る
。

  

■
発
議
案
第
22
号　

国
に
お
い

て
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公
費
助
成
を
求
め
る
。

■
発
議
案
第
31
号　

適
正
な
議

員
定
数
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す

る
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
。(

関
連
記
事
１
面)

９
月
定
例
会
日
程
予
定

▽
１
日� 　
　

開
会
・
提
案
説
明

▽
６
〜
８
日�

一
般
質
問

▽
９
〜
10
日�

各
常
任
委
員
会

▽
14
〜
17
日�

決
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
28
日� 　
　

総
括
審
議
・
閉
会

採
択
さ
れ
た

　

請
願
・
陳
情

可
決
さ
れ
た

　

発

議

案

条
例
関
係

そ

の

他

○
政
務
調
査
費
の
額
は
、
議
員
１
人
当
た
り
年
額
48
万
円
で
す
。

○
各
年
度
２
回
に
分
け
て
、
会
派
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
年
度
終
了
後
に
収
支
報
告
書
を
提
出
し
、
残
額
を
返
還
し
ま
す
。

け
い

け
い

平成21年度　政務調査費収支報告

平成21年度に交付された政務調査費の収支報告は以下の通りです。

※会派の所属人数は、年度終了時の人数を表します。

（単位：円）

議  決  結  果  一  覧議  決  結  果  一  覧議  決  結  果  一  覧議  決  結  果  一  覧
各 会 派 の 賛 否

議決結果

反　

対　

数
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成　

数
（7）（6）（6）（4）（2）（2）（2）（1）（1）

※「各会派の賛否」については、○は賛成、×は反対、△は会派内で賛否が分かれました。△の下の数字は賛成者の数です。

※市当局に対する請願・陳情が採択された場合は、次の定例会で処理の経過及び結果が報告されます。

〔議案・発議案〕平成22年第2回定例会�

件　　　　　　　名 議 決 結 果
〔請願・陳情〕平成22年第2回定例会� 議決日：平成22年6月23日
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31

31

0

0

原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0
原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案可決○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 24 7
原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0
原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0
原案同意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案承認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0

原案承認○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × 25 6

原案否決
△

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○
 1

13 18

原案可決○ ○ × ○ ○ × ○ × × 21 10

原案否決× × × ○ × × × ○ ○ 6 25
原案否決× × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23
原案否決× × × ○ ○ ○ ○ × × 10 21
原案否決× × × ○ × ○ × × ○ 7 24
原案否決× × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23

原案否決× × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23

原案否決× × × ○ ○ ○ × ○ ○ 10 21

原案否決× × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23

原案可決○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 27 4

番　号

件　　　　　　　名番　号

議案第1号

議案第2号

議案第3号
議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第10号
議案第11号

議案第12号

議案第13号

発議案第20号

発議案第22号

発議案第23号
発議案第24号
発議案第25号

発議案第27号

発議案第28号

発議案第29号

発議案第30号

発議案第31号

議案第9号
議案第8号

議決日：平成22年6月23日

請願第1号
請願第2号
陳情第11号
陳情第12号
陳情第13号
陳情第14号
陳情第15号

陳情第16号

陳情第17号
陳情第18号

陳情第19号

陳情第20号
陳情第21号
陳情第22号

賛成者少数
賛成者少数
賛成者少数
賛成者なし
賛成者なし
賛成者なし
賛成者なし

（継続審査に）
賛成者多数

賛成者なし
賛成者少数

賛成者多数
賛成者少数

賛成者少数

賛成者全員

賛成者全員

不採択
不採択
不採択
不採択
不採択
不採択
不採択

継続審査

不採択
不採択
採　択
不採択
採　択
不採択
採　択

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の
減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する
規約の制定に関する協議について

印旛利根川水防事務組合を組織する地方公共団体の数の
減少及び印旛利根川水防事務組合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について

千葉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の
数の減少及び千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を
改正する規約の制定に関する協議について

専決処分の承認を求めることについて
（八千代市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について）

八千代市税条例の一部を改正する条例の制定について
八千代市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

土地の取得について（やちよふれあいの農業の郷整備用地）
路線の認定について
損害賠償額の決定及び和解について
固定資産評価審査委員会委員の選任について

地域主権改革推進一括法案に反対する意見書について

中小業者の自家労費を必要経費として認めることを求める件
市議会本会議場における厳正な規律確立の要請に関する件
高齢者福祉に関する件
市民ギャラリーの建設計画に関する件
議員報酬及び議員定数の削減等に関する件

「情報公開審査会」の実態の開示を求めることに関する件
子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する件

人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関する件
選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する件

項目1：10リットルごみ袋を早期につくる
項目2：1枚6円（20リットル袋の半額）でつくる

10リットルの指定ごみ袋を求める件

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める件
八千代市の保育の質を守り、安心して保育園を利用する環境をつくるための件
勝田台団地入口街路周辺の整備に関する件

永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出に関する件

労働者派遣法の抜本改正と、徹底審議を求める意見書について
後期高齢者医療制度の速やかな廃止を求める意見書について

発議案第26号 法人税率引き下げと消費税増税に反対する意見書について
普天間基地の無条件全面返還を求める意見書について

生活保護行政の改善を求める意見書について

八千代市執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

八千代市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて
（八千代市税条例の一部を改正する条例の制定について）

中小業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める
意見書について

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める意見書に
ついて

EPA（経済連携協定）とFTA（自由貿易協定）路線の見直しを
求める意見書について

国に特別支援学校の設置基準をつくることを求める意見書
について

市議会議員の定数に関する調査特別委員会の設置に関する
件について

会派名
（所属人数）

新　風
（9名）

公 明 党
（6名）

市民クラブ
（6名）

日本共産党
（4名）

新政八千代
（2名）

ひ ろ ば
（2名）

未　来
（2名）

和 の 会
（1名）

全会派合計
（比 率）

収 入 額

4,280,000 1,761,730 28,050 141,925 2,035.206 92,228
4,059,139
（94.8％）

220,861
（5.2％）

1,155,790 49,070 223,777 1,127,809 108,898
2,665,344
（92.5％）

214,656
（7.5％）

1,445,960 2,460 122,810 654,563 6,148
2,231,941
（77.5％）

648,059
（22.5％）

432,594 17,716 160,987 1,244,497 59,1065,100
1,920,000
（100％）

0
（0％）

239,510 1,270 63,710 459,750 5,282
769,522

（77.0％）
230,478

（23.0％）

127,358 2,985 50,934 778,723

26,250 1,475 15,780 420,247

960,000
（100％）

0
（0％）

892,568 67,432

16,248

960,000
（100％）

0
（0％）

480,000
（100％）

1,314,054
（8.6％）

14,045,946
（91.4％）

355,342
（2.3％）

0
（0％）

5,100
（0.0％）

779,923
（5.1％）

103,026
（0.7％）

5,189,192
（33.8％）

7,613,363
（49.6％）

0
（0％）

2,880,000

2,880,000

1,920,000

1,000,000

960,000

960,000

480,000

15,360,000

研究研修費 資料作成費 資料購入費 広 報 費 広 聴 費 人 件 費 事 務 費 合　計

返還額
（比率）

支　　　　　　　　　　出　　　　　　　　　　額


